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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は、いかなる契機で文化が制度化されるのかという問いを日本のアニメーション誕生の経緯を事
例に分析した論文である。文化の制度化を研究する場合、いかなる主体が文化を生産しているのかという
問題だけではなく、文化生産の保護者や消費者についても考察する必要がある（レイモンド・ウィリアム
ズ）。雪村氏は、この点を踏まえて、アニメーション制作が制度化されるためには、大量の絵を書くアニ
メーターの組織化、それを可能にする資金の提供者である国家の存在、アニメーションという新たな表現
の受容を可能にする認識の変化が不可欠であるという。とりわけ、アニメーションの生産体制が戦時中に
確立した点に着目し、なぜ、戦時中にそれが可能になったのかについて分析している。
第一章「本研究の背景と目的」では、研究の前提となる戦争と文化の関係について、考察している。ヴァ
ルター・ベンヤミンは、複製技術の発達による大衆文化の浸透に対抗して、国家は、戦争を通じて国家意
識を醸成し、文化の面において大衆を統制すると指摘している。「ただ戦争のみが、大規模な大衆運動に
目標をあたえる」というのである。雪村氏は、このような戦時期における文化統制による国家の凝集力の
強化が、アニメーション生産の制度化を促す一因ではないかという。ただ、戦争は、敵国との闘争を通じ
て、支配領域の拡大を目指すものである以上、国家外部の他者に対する認識とアニメーション誕生のあい
だに、実はより深い関連性があり、この点を明らかにすることを本論文の中心的課題として設定する。
第二章「アニメーターの誕生」は、分業に基づくアニメーション生産体制が、軍部の支援によって確立
した事実を実証的に明らかにしている。戦前にもアニメーションは作られていたが、それは、短編で、個
人が、脚本、作画、演出、販売まですべて行うものだった。それが、一変するのは、太平洋戦争を契機と
して、海軍省がアニメーション制作への支援を本格的に行うようになってからである。その結果、日本初
の長編アニメーション『桃太郎の海鷲』をはじめとして、軍の支援で、10本の劇場用アニメーションが制
作されただけではなく、『飛行理論』『水平爆撃要領』などの軍事教育映画が制作された。そのため、大量
の作画担当が必要とされ、戦後の日本アニメーション制作の基礎となるアニメーターの組織化が進んだの
である。
第三章「国家と文化政策」では、戦時期におけるアニメーション奨励が文化政策の一環として進められ
た点に考察が加えられる。1939年に、映画法が制定され、文部省は、映画の教育的効果に着目した。しか
し、しだいに、陸海軍の報道部が文化政策を先導するようになる。軍部は、南方政策における映画工作を
通じた「思想戦」の重要性を説き、アニメーションに注目する。その理由として軍部が挙げているのは、
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アニメーションには「大衆性」と「言語の障壁の克服」という特質があり、これが南方における思想戦に
おいて効果的だという点である。
雪村氏は、こうした軍部の思想の底には、「他者」に対する不安があるという。戦時期に新たに対峠す
る敵や、「南方」のように新たに支配の対象となる地域の住民に対する不安解消のために他者に関するさ
まざまな表象が生み出されるというのである。雪村氏によれば、このとき生まれた他者像は、南方の住民
を劣った、教育されるべき存在として捉えるだけではない。インドネシアの影絵がアニメーション制作に
利用されたことが示すように、占領地文化と日本文化のあいだには共通性もある点が認識されている。こ
うした共通性を前提として、占領地域の住民は、「よそもの」ではなく、「日本」に包含されるべき他者と
なる。一方で、敵国となったアメリカを念頭におきながら、アニメーションの起源は絵巻物や人形浄瑠璃
にあり、アニメーションは、アメリカの専売特許ではなく、本来は日本文化であったという主張がしばし
ばされる。アメリカ人のような存在は、敵として排除されるべき他者である。ただ、「敵対国」も、永久
に排除される対象ではなく、日本が戦争に勝利することによって、いずれは境界内に包摂されることが期
待されている対象である。
第四章「他者の類型―『桃太郎 海の神兵』における他者」では、映像を四つのシークエンスに分けた
内容分析を通じて、そこに描かれる他者の類型（包含される他者と排除される他者）に関して分析を行う。
この分析を通じて明らかにされるのは、戦争が支配領域を拡大することが目的である以上、それは新たな
空間認識を生むが、それを表現するため、アニメーションが積極的に利用されたという点である。なぜな
ら、アニメーションは、空間認識の変化を自由に視覚化できるからである。『桃太郎 海の神兵』をはじ
めとする作品は、まだ達成されていない理想的な空間、すなわち「日本」が「アジア・太平洋地域」に支
配を拡大し、最終的には敵国にも打ち勝ったあとの世界の表現なのである。
ところで、アニメーション産業の胚胎が戦争を契機としているのは、日本に限ったことではない。アメ
リカのアニメーション産業が発達したのは、第一次世界大戦を契機としている。また、フランスでも、ド
イツ占領期にアニメーション産業が発展する。第五章「ヴィシー政権下のアニメーション産業」では、フ
ランスの資料に基づきながら、親独のヴィシー政権の文化政策においても、アニメーションに対する積極
的振興策が講じられたことを明らかにする。
1941年には、アニメーション制作者養成所が設立され、ヴィシー政府は積極的なアニメーション支援策
を講じる。ヴィシー政権は、ドイツに事実上占領されながら、失われた国家意識をとり戻すため、植民地
を利用しようとしたのである。これに対応して、アラブ人など当時の植民地住民を表象するアニメーショ
ン作品が生まれた。また、同時に、『晴れ間』のような反ユダヤ主義、反連合軍プロパガンダを目的とし
た作品が制作された。雪村氏は、アラブ人のように包含できる他者と、ユダヤ人やアメリカ人のような敵
（排除される他者）が、日本のアニメーション同様に描かれた点を明らかにする。
第六章「空間の再編成とアニメーション」では、日仏の比較をしながら、戦時期にアニメーション製作
体制が確立する理由を、「空間の再編成」という観点から捉える。氏によれば、アニメーションという表
現様式は、制作者の意図通りに、空間の創造や、空間の移動を自由に描き出すことができるため、境界外
に存在する他者との遭遇や、空間の再編成のダイナミクスを表象できる。戦時期にアニメーション制作が
制度化されるのは、このように、戦争によって生じる空間の再編成に、それが適しているからである。以
上の点から、文化による国民統合は、国家外部に位置する他者とのダイナミックな関係においても考察さ
れる必要があると結論づけられる。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は、映画研究、アニメーション研究において、ほとんど研究されることがなかった戦争、国家と
アニメーション誕生の関連性に関する本格的な実証研究である。戦時中に関する軍関連の資料は、アニ
メーションに関するものに限らず乏しいが、関連する資料を可能な限り集め、アニメーション制作体制が、
どのようなかたちで成立したのかを明らかにした点が、本論文の功績のひとつである。かつて「40年体制
論」が、経済などの領域において、戦時期から戦後への連続性がある点を示したように、文化の領域にお
いても、同様の連続性があったという事実の指摘は、現代史を考えていくうえで、刺激的な知見を提示し
ている。また、日本だけではなく、フランスの公文書の資料収集を行い、フランスにおいても、日本同様
の成立過程があったことを示した点も評価に値する。
第二の評価点は、アニメーションに関する歴史社会学的分析を行い、アニメーションを社会学的に研究
するうえで方向性のひとつを示した点である。戦争と文化の関係については、ベンヤミンが第一次世界大
戦におけるイタリア未来派の事例を論じているが、戦争は、国家による統制が厳しくなり、それは通常、
文化の領域にも及ぶと考えられがちなため、この点についての研究は乏しい。本論文は、この問題につい
て、アニメーションを事例として、正面から取り組んでいる。その際に、プロパガンダ論などに基づくの
ではなく、戦争が国家間の領土をめぐる闘争であり、空間が急速に再編成されていくことに着目し、新た
に形成された空間を認識し、また新たに形成されるべき空間を表現するための表現様式としてアニメー
ションの生産体制が誕生した点を明らかにしている。アンリ・ルフェーブルは、『空間の生産』において、
新たな表現様式が、いかなる契機において生み出されたのかを空間との関連において分析することの重要
性を説いている。本論文は、こうした観点に基づいた実証的な研究として位置づけることができる。
また、空間が再編成される時期においては、国家が、さまざまなタイプの他者と対峙することになるが、
国家意識の醸成が、他者に対する新たな認識に支えられている点が指摘されており、新たな表現様式の誕
生とその制度化を考えるうえで、国家内部と外部の関係を分析している点も興味深い。そして、以上のよ
うな知見に基づき、アニメーションという具体的事例を通じて、文化と社会変動のダイナミクスの研究に
関して、新たな方向性を示唆している点が、本論文の最大の知的貢献である。
ただ、本論文にも今後研究されるべき課題が残されている。雪村氏は、国家による文化統制を強調して
いるが、国家の介入にもかかわらず、自由な表現が生み出されることもある。事実、戦後のアニメーショ
ンに関しては、映画会社や広告代理店など、国家ではなく、資本が大きな役割を果たしている。戦時中か
らの連続性を重視するならば、この点についての考察が必要であろう。
現在、世界的に日本の現代文化に関する関心は高まりつつある。国際学会においても、この分野におけ
る部会が組織され、海外の研究者も増加している。雪村氏には、本論文で展開したアニメーションと空間
の再編成に関する仮説をより包括的な国際比較研究へと広げてもらいたい。また、本論文では、英語のみ
ならず、仏語の資料も渉猟されている。今後は、研究発表の場を海外に広げ、国際的な活躍を期待したい。
以上、本審査委員会は、本学位論文の内容と研究活動を慎重に審査し、2010年月日に行われた口頭
試問の結果もあわせて、雪村氏は博士（社会学）の学位を授与するのにふさわしいとの結論を得たのでこ
こに報告する。
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